
教育普及活動における連携事業について

１　はじめに

千葉県立現代産業科学館では，開館以来多くの

学校や教育機関，団体等と連携しながら事業を実

施している。当館が主体となって実施しているも

の，学校や教育機関，関係団体からの要請によっ

て実施しているものなどがあるが，年々その数は

増えてきている。

中でも，当館が県内唯一の理工系博物館である

ことから学校や学校教育関係の機関との連携が大

きな割合を占めている。学校以外では社会教育施

設，社会教育団体等との連携を強め，相互の協力

の下，事業を実施している。また，民間企業等と

は，展示・運営協力会を中心に連携協力を強化し

てきている。近年は特定非営利法人ＮＰＯ等との

幅広いを連携を模索しながら事業展開を進めてき

た。

今年度は初めてＮＰＯとの連携事業を実施し

た。ＮＰＯの持つ幅広いネットワークと豊かな人

材は，これからの新しい事業展開の可能性を大き

く拓くものであると考える。

当館のこれまでの連携事業の基本的な方針は，

「県民のニーズに合致した学習プログラムの構築

を推進し，生涯学習の啓発を図るため，他団体，

機関，施設等と協力して事業を実施することを目

的とする」である。しかし，ますます多様化する

県民のニーズに対応するためには，連携事業のあ

り方について常に検討・改善していかなければな

らない。

学校連携と学校以外との連携について，現状と

今後の方向について報告する。

２　学校との連携事業

（1）学校連携事業の概要

幼稚園，保育園，小学校，中学校，高等学校等

の学校団体の多くは，遠足や校外学習として展示

場見学や映像ホール観覧を主な内容として来館し

ている。学校団体による利用の小・中・高校別割

合は図１のように，小学校が多い。
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図1 学校種別来館数

最近の傾向として，「総合的な学習の時間」と

しての来館と，「職場体験学習」での来館が多く

なっている。15年度中に来館した学校団体のうち，

職員が対応したものを表１，２，３，４に表す。

表１―小学校

来館 学　校　名 学年 内　容

５月 海上町立滝郷小学校 ４ 総合学習

６月 八日市場市立飯高小学校 ５ 総合学習

６月 市川市立大柏小学校 ３ 総合学習

６月 市川市立大和田小学校 ２ 生活科

６月 船橋市立海神小学校 ５・６ 総合学習

10月 葛飾区立鎌倉小学校 ２ 生活科

10月 市川市立妙典小学校 ５ 総合学習

10月 市川市立鬼高小学校 ２ 生活科

11月 旭市立富浦小学校 ５ 総合学習

11月 市川市立鬼高小学校 ２ 生活科

12月 市川市立中山小学校 ５ 総合学習

12月 葛飾区立葛飾小学校 ２ 生活科

２月 市川市立鬼高小学校 ３ 総合学習

表２―中学校

７月 市川市立東国分中学校 １ 総合学習

７月 市川市立第四中学校 １ 総合学習

９月 千葉市立天戸中学校 １～３ 総合学習

10月 船橋市立葛飾中学校 ３ 総合学習

10月 安城市立安城西中学校 ３ 総合学習

10月 草加市立谷塚中学校 ２ 総合学習

10月 市川市立大洲中学校 １ 総合学習

10月 千葉市立小中台中学校 １～３ 総合学習

11月 船橋市立海神中学校 ３ 総合学習

11月 船橋市立行田中学校 １ 総合学習

表３―高等学校

６月 県立館山高校電気科 １ 教科

６月 県立京葉工業高校 ３ 総合学習

７月 県立千葉東高校通信制 １ 教科

11月 県立船橋高校理数科 １ 博物館学習

11月 千葉市立千葉高校理数科 ２ 博物館学習

11月 県立若松高校 １ 総合学習

表４―職場体験学習（中学校・高等学校）

来館 学　校　名 学年 内　容

７月 市川市立第六中学校 ２ 職場体験学習

７月 市川市立第一中学校 ２ 職場体験学習

８月 県立京葉工業高校 ２ 職場体験学習

９月 市川市立下貝塚中学校 ２ 職場体験学習

９月 市川市立第八中学校 ２ 職場体験学習

10月 沼南町立高柳中学校 ２ 職場体験学習

10月 習志野市立第二中学校 ２ 職場体験学習

11月 船橋市立七林中学校 ２ 職場体験学習

11月 船橋市立葛飾中学校 ２ 職場体験学習

11月 習志野市立第七中学校 ２ 職場体験学習

11月 市川市立南行徳中学校 ２ 職場体験学習

今までの，学年や学級の大きな集団による一斉

見学から，児童生徒が個々に目的を持ち，小集団

やグループ別に来館し学習を進める形態に変化し

てきている。そこで学校との事前の打合せ等を十

分に行い，児童生徒が主体的に学習できるように

している。

（2）学校連携事業の実際

ア　総合的な学習の時間

学習指導要領の改訂により「総合的な学習の時

間」が設けられるようになって，「総合的な学習

の時間」の一環として来館する学校が多くなって

きている。環境やエネルギーをテーマにした課題

発見や，調査等が目的であり，展示場を見学する

だけでなく，研究員の専門的な解説や関連する科

学実験や工作教室の依頼も増えてきている。学校

の教員とも十分に打合せを行い，人的，物的な条

件が整えば受け入れるようにしている。実践例を

紹介する。
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（ア）小学校の実践

当館の環境学習に関する展示はそう多いとはい

えないが，実験材料や工作用具を入れて教材化し

たコンテナがいくつかあり，１学級程度の人数な

らば研究員が環境学習の授業も展開できるよう整

備してある。小学校向けに

・身近な環境を調べよう（土の中の小動物）

・大気汚染に関する環境を調べよう

・プラスチックのリサイクル

等がある。

その中から実践例として，「プラスチックのリ

サイクル」について述べる。

小学校の「総合的な学習の時間」の環境学習の

一つとして，プラスチックの分別とリサイクルに

ついての実験教室を実施した。

本学習の内容は，児童に家庭内にあるプラスチ

ックゴミを一人一点以上持参させ，予め準備した

山のようなプラスチックゴミと混ぜ，

・ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）

・ＨＤＰＥ（高密度ポリエチレン）

・ＰＰ（ポリプロピレン）

・ＰＳ（ポリスチレン）

など６種類以上のプラスチック分別を体験させ

た。さらに，分別したものを，それぞれの性質・

形状によりある程度プラスチックの種類を判断す

る方法を科学実験を通して学習した。

当館での学習後，学校でも発展的に学習できる

内容であり，今後の学習展開に生かせると先生方

にも好評であった。

（イ）中学校の実践

修学旅行での来館は，愛知県や静岡県など遠方

からもある。東京都に近いという地の利がはたら

いているものと考える。

来館の目的は「総合的な学習の時間」の学習で

あり，グループ活動の形式が主であった。

愛知県の中学校は，グループで「プラスチック

のリサイクル」について研究を進めており，特に

「生分解性プラスチック」について興味を持ち，

web検索で当館を選択したということである。

ＰＥＴのリサイクルについての詳しい展示物を

観察し，生分解プラスチックの実物を手にして学

習が深まったようである。

―愛知県の中学生よりの手紙―

「先日はお話を聞いたり展示を見学させていた

だきありがとうございました。カニの殻やペッ

トボトルからリサイクルされてできたジャージ

の実物には本当に驚きました。生分解性プラス

チックについてもどんどん使われていることが

わかり少しうれしく思いました。また，生分解

性プラスチックでできたスーパーの袋もいただ

きました。まだまだ生分解性プラスチックでわ

からないことがあるので調べ研究していきたい

と思います。今度千葉県に行く機会がありまし

ら，また現代産業科学館に行きたいと思います。

その時はよろしくお願いいたします。」

（ウ）高等学校の実践

本高等学校の場合「総合的な学習の時間」の課

題研究で，千葉県内の自然エネルギーを利用した

発電設備の研究をするためグループで来館し，研

究員による展示の解説や講義を実施した。

当館の現代産業の歴史フロアーにある「風力発

電」の展示を見学したあと，研究員から「風力発

電所のしくみ」について講義を受けた。風力発電

の展示と専門的な解説や講義により生徒一人一人

が課題を見つける手がかりができた。当館での学

習が初期段階での意欲づけになり，自主的な研究

が進められることが期待される。

イ　職場体験学習

中学校では以前から進路指導の時間において，

職場体験を取り入れる学校があったが，この数年

の間にさらに多くの学校が実際に取り組むように

なってきた。最初は学区内の商店や企業・公官庁

等に依頼して実施していたが，さらに広く職業観

を持ってもらおうとする学校のねらいと，生徒の

要望もあり，博物館もその対象になっている。
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希望する学校は地元の市川市内ばかりでなく船

橋市，習志野市などかなり広範囲からの依頼が増

えている。実施日数も１日の学校が多かったが，

最近は２，３日間を希望するようになってきている。

図２　職場体験学習

職場体験学習の１日コースのスケジュールは基

本的に次のとおりである。

―日　程―

8：45 朝の打合せ出席，挨拶

8：50 展示場立ち上げ体験

9：10 受付体験（展示解説員業務）

9：40 実験シアター体験（技術員業務）

11：10 学芸員の仕事体験，収蔵庫見学

12：50 映像ホール技術員体験

14：00 教育普及事業体験

15：30 体験終了，学校へ

２・３日コースは，１日コースを基本にし，業務

内容を検討しながら日程作成をして実施している。

ウ　教科

教科（理科，生活科が中心）の学習関連でも学

校と連携しながら事業を実施している。

生活科の学習として来館した東京都の区立小学

校２年生の例を報告する。「飛ぶたね」の工作教

室を実施し，当館の研究員が指導し，学校の教員

が補助するというチームティーチングの体制で実

施した。

また，来館して学習する学校ばかりでなく，研

究員が学校に出向いて「出前科学実験教室」のよ

うな形態で連携して事業を実施している。基本は

「来館する」であるが，遠方の学校や学習内容に

より，学校へ出張して科学実験や科学工作を実施

している。このために，実験や工作をコンパクト

にまとめたコンテナを整備し学校のニーズに対応

している。

図３　工作教室

エ　高等学校との連携事業

約35万人の年間入館者に占める高校生の割合は

少ない。大学生も含めた14年度の割合は，個人

3,296人（１％），団体1,360人（５％）で，全体で

は4,656人（１％）である。そのため，高校生対象

の事業を積極的に展開している。

（ア）SPP事業

文部科学省の「科学技術・理科大好きプラン」

の一環として，高等学校と大学・公的研究機関・

民間企業等との連携により先進的な科学技術・理

科・数学教育等を実施するための連携型科学技

術・理科教育推進事業（サイエンス・パートナー

シップ・プログラム事業：略称SPP）の指定を受

け昨年度から実施している。15年度は近隣の理数

科が設置されている公立高校３校と連携し，年間

５回の実験を実施している。

授業の内容は，走査電子顕微鏡や液体窒素製造

装置など科学館でしかできない施設・装置・人材

をフルに使って，自分たちでテーマを設定し，発

展的探究的な研究を推進していく計画となってい

る。

（イ）SSH事業の援助

スーパー・サイエンス・ハイスクール（略称：

SSH）は科学技術，理科・数学教育を重点的に行
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う学校を文部科学省が指定し，高等学校及び中高

一貫教育校における理科・数学に重点を置いたカ

リキュラムの開発や，大学・研究機関等との効果

的な連携方策についての研究を推進し，将来有為な

科学技術系人材の育成を目指すというものである。

当館では，14年度に市立千葉高校理数科に対し

て支援をおこない，当館研究員が生徒に先端科学

分野の講義や高度な科学実験等を実施している。

図4 SPP事業

（ウ）高校生インターンシップ制度

中学校の職場体験学習と同じように考えがちで

あるが，間近に就職活動が控えている高校生にと

っては現実味のある職業体験学習ととらえるし，

学校もキャリア教育の中心として位置づけてい

る。県教育委員会の重点事業でもあり，県内の教

育機関も全面的に協力体制に入っている。

当館には学校の夏季休業期間に４日間２名の生

徒が来館し体験した。参加した生徒は非常に活動

的で，夏休み中の行事が多い当館にとっても戦力

となり，効果的な職場体験学習を実施できた。参

加した生徒は，お客様に応対したり，研究員の仕

事を手伝ったりして，博物館の仕事をするなど，

実務的な経験ができたものと考える。次年度は，

受け入れ人数を多くできるように体制を整備して

いかなければならない。

（エ）ロボット相撲選手権大会

14年度の特別展「ＲＯＢＯＴ―人とロボットの

未来―」の関連イベントとして実施した「ロボッ

ト相撲選手権大会」を，15年度も主催の県内工業

高校を中心とした教育研究団体（千葉県高等学校

教育研究会工業部会）と連携し，当館を会場とし

て学校の夏休み期間に実施した。

高校生の自作したロボットはかなり精巧であり

迫力がある。夏休みの最も入館者の多い時期に実

施したことで，多くの高校生や高校関係者が参加

し，新聞にも報道されるなど大変好評であった。

今後は，産業系の学科を持つ高等学校の紹介や

作品展など，高校生の学習成果を発表する場とし

て産業教育フェア（仮称）の開催が計画されてい

る。高等学校等と密接に連携し，高校生が楽しく

参加できる事業を工夫開発していくことが要求さ

れる。

（3）まとめ

展示物を見るだけの博物館はその存在価値が薄

れていくだろうし，展示が更新されたり魅力ある

イベントがなければ，入館者は減少していくであ

ろう。博物館は学校のニーズがどこにあるかを知

り，それに応えていかなければならない。そうで

なければ学校は離れていってしまう。各学校のニ

ーズを的確に把握し，科学館の持つ貴重な展示と

専門的人材を生かして相互の連携のもと事業展開

していくことが求められている。「総合的な学習

の時間」「職場体験学習」等の様々な対応はその

よきチャンスを与えてくれたといってよい。

３　学校以外の団体，機関等との連携事業

高齢化社会を迎え，高齢者の生涯学習の場とし

て美術館や博物館は新たな使命と役割を担ってい

る。当館でも，展示を生き生き見学したり，講座

に熱心に参加する姿が多く見られるようになって

いる。高齢者のニーズに対応するため，関連団体

等と連携して事業を開発展開していかなければな

らない。施設のバリアフリー化とともに喫緊に進

めていかなければならない課題である。

また，児童生徒の理科離れ，科学離れについて

は，学校教育のみでなく社会教育等でも積極的に
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対応し克服していかなければならない教育的課題

である。当館で実施している子ども向け事業は，

理科離れ科学離れを防ぐことも大きなねらいの一

つとなっている。参加者が，楽しく学ぶことので

きる科学工作や科学実験を事業の中に取り入れ，

興味や関心，意欲を高めるようにしている。

限られた予算の中で，より多くのニーズに対応

するためには，関係する団体と連携協力して魅力

ある事業を展開することが必要である。学校以外

の団体，期間等との連携事業について報告する。

15年度の学校以外の連携事業を一覧表にした

（表１）。この中から今年度初めて実施した３つの

事業について報告する。

表５　15年度学校以外の連携事業

事　業　名 機関・団体等 参加人数

三市合同技術家庭科 船橋地方技術教育センター 3,527

作品展

少年少女発明クラブ （社）発明協会千葉県支部 4,596

作品展科学工作教室

宇宙教室 宇宙航空研究開発機構 28

博物館利用講座 千葉県総合教育センター 28

理科ネイチャー講座 東葛飾地方教育センター 37

市川市児童生徒科学展 市川市教育委員会 8,348

どろんこ塾 県立流山青年の家 44

紙飛行機大会 千葉工業大学 50

科学ワークショップ NPO法人・CANVAS 42

指導者養成講座

博物館講座 千葉県生涯大学校 279

サイエンスショー 展示運営協力会 1,085

青少年のための科学 日本科学技術振興財団 11,170

の祭典 科学の祭典実行委員会

鬼高さんしゃ祭 市川市生涯学習センター 14,663

ニッケコルトンプラザ

鬼高さんしゃ祭実行委員会

（1）ＮＰＯ法人との連携事業

千葉県は現在「ＮＰＯ立県」をめざし，ＮＰＯ

とのパートナーシップを今後さらに強めていく方

針である。財政状況が厳しく，県民のニーズが多

様化する中，これからの新しい事業の展開には，

ＮＰＯとの連携は欠かすことのできないものにな

ると考える。ＮＰＯとの連携は時代の要請である

といえる。

今年度初めての試みとして，ＮＰＯ法人・ＣＡ

ＮＶＡＳと共催で「科学系ワークショップ指導者

養成講座」を実施した。本事業は総務省及び財団

法人マルチメディア振興センターの後援を得ての

開催となった。

内容は，米国マサチューセッツ工科大学で研究

開発された，乾電池式の小型コンピューター『ク

リケット』を使って動くおもちゃを作るワークシ

ョップである。全国各地の科学系博物館や教育関

係機関の職員，学校関係者等から参加があり，ワ

ークショップの運営方法についての関心の高さが

伺えた。

〈ＮＰＯ法人ＣＡＮＶＡＳ概要〉

ＣＡＮＶＡＳは，子どもの創造力・表現力のた

めの活動について「研究」「開発」「普及」するこ

とを柱として活動しているＮＰＯ法人である。

総務省及び財団法人マルチメディア振興センタ

ーからのバックアップを受け，国内・海外におけ

る先駆的なワークショップの調査を行い，新しい

ワークショップの開発をしている。2002年秋から

活動し，児童館・科学館・博物館関係者，学校・

教育関係者，大学等の研究者，アーティスト，Ｉ

Ｔ関連企業，内閣府，総務省，文部科学省，経済

産業省，地方自治体などの産学官の連携を強調し

ている。

そのネットワークは国内外の大学や研究機関，

企業等に幅広く広がっており，専門家や研究者等

優れた人材が参加協力している。当指導者養成講

座の講師もその中の研究者や教育専門家が担当し

た。実施した主な内容は次のとおりである。

「科学ワークショップ指導者養成講座」

１　期日　平成15年10月４日（土）

２　会場　現代産業科学館研修室，体験学習室

３　プログラム

①講演

「コミュニケーション・ツールとしてのサイエ

ンスワークショップ」
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講師　高安礼士

（千葉県総合教育センター科学技術教育部長）

②ＣＡＭＰクリケットワークショップ体験

講師　森　秀樹

（ＣＡＮＰワークショップディレクター）

③ＣＡＮＰクリケットワークショップ活用案

講師　橋本知子

（ＮＰＯ・ＣＡＮＶＡＳ理事）

④ワークショップ実施計画書の作成

講師　高安礼士

（千葉県総合教育センター科学技術教育部長）

高安礼士・千葉県総合教育センター科学技術教

育部長による講演は，「子どものためのワークシ

ョップ計画法」をテーマに，ワークショップの計

画立案から実施までを，運営目標，実施計画，評

価法等について理論的，具体的に説明するもので

あった。ワークショップ形式の運営方法について

は実践例は多いが，基礎から学ぶ機会が少なく有

意義な内容であった。

図５ 科学ワークショップ指導者養成講座

当講座は，計画運営の中心はＮＰＯであるが，

会場や案内等は当館が担当した。当館との共催は，

ＮＰＯ独自の開催に比べて，①確実に会場が確保

できる，②会場費等の経費がかからない，③県立

科学館が共催することにより講座の信頼度が高ま

る等，ＮＰＯ側にも多くのメリットがある。

当講座には全国から定員を超える多くの申し込

みがあった。科学に関するワークショップ形式の

教室やイベントの開催が，各地の科学館や博物館，

教育センターや学校等の指導者の課題となってい

ることがわかった。このような研修に対するニー

ズは大変高く，今回の参加者から今後も開催して

ほしいとの要望があった。

科学館利用者の多様なニーズに応えていくため

には，ＮＰＯ等との連携もこれからの新しい方向

としてさらに検討していかなければならない。

（2）社団法人発明協会との連携事業

社団法人発明協会千葉県支部（支部長・堂本知

事）が主催して開催する「少年少女発明クラブ作

品展」は15年度で第27回の開催になる。

以前は一般の方々を対象とした展覧会「千葉県

発明考案展」と併催で実施していたが，13年度か

ら当館が会場となり，当館との連携事業として単

独の「少年少女発明クラブ作品展」を開催するこ

とになったものである。

県内各地で熱心に活動している７つの少年少女

発明クラブ（千葉市，旭，松戸，佐倉，八匝，茂

原，市原・袖ヶ浦）の活動成果を発表する場とし

て開催されている。

ここでは15年度第27回の実施内容について報告

する。

〈第27回少年少女発明クラブ作品展開催要項〉

○開催趣旨

資源の少ないわが国が，21世紀においても豊

かな社会生活を営むためには創造性豊かな人材

の育成が不可欠である。県内には７カ所の発明

クラブが活動し，年間を通じて創作活動に取り

組んでいる。しかし，成果を発表する場が少な

く，活動状況が十分にＰＲされているとはいい

きれない。そこで，創作品の発表の場を設け，

より多くの方々に発明クラブの存在を知っても

らうことにより，創造性に興味を持つ人材の育

成に資する。

○期　日　　平成16年１月27日～２月１日

○主　催　　（社）発明協会千葉県支部

○共　催　　千葉県　千葉県立現代産業科学館

○後　援　　千葉県教育委員会
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○内　容　　作品点数　各クラブ20点

・入　賞　　優秀賞，奨励賞，努力賞，参加賞

・表　彰　　賞状は奨励賞以上に贈呈

・表彰式　　２月１日

・工作教室　１月31日，２月１日

・絵画展　　未来のスポーツの夢

図６　作品展会場

意欲を持って創作活動をしている子どもたちの

作品は，アイデアや工夫がすばらしく，新聞，テ

レビ等のニュースで報道された。

また，作品展期間中に２日間延べ６回実施して

いる「楽しい工作教室」の人気も高い。身近な材

料を使い，発明クラブの指導者が講師となって実

施している。先着順の受付であるが，直ぐに定員

いっぱいになる状況である。

年間でも入館者の減少する時期での実施である

が，この発明クラブ作品展を実施することにより

入館者の増加も見られる。各発明クラブの関係者

だけでなく，子どもたちの夢のある作品に多くの

県民が関心を持ち来館している。

（3）千葉県生涯大学校

高齢化社会を迎えている現在，多くの年配者が

自己の生きがいを求めて様々な活動を展開してい

る。千葉県は県内に５カ所の60歳以上の方が参加

できる生涯大学校を設置している。県民の自ら学

び，自らを高めたいという学習意欲に応え，生涯

大学校のカリキュラムに組まれた講座として開催

している。

本講座は「博物館学習」であり，県立の博物館

を知ると共に，今後の学習の中で博物館や美術館

等の社会教育施設を積極的に利用することができ

るようにすることをねらいとしている。

次のプログラムにより実施した。

〈生涯大学校博物館学習〉

○オリエンテーション

○科学館概要説明

・普及課長による説明

・設立の目的，展示の特色，年間利用状況等

○講義「千葉県の産業の歴史」

・学芸課長による講義

・京葉工業地域の歴史，千葉県の産業の歴史

○常設展示見学

・展示解説員による解説

・液体窒素による冷凍実験，超伝導実験

○映像ホール大型映像鑑賞

・大型映画「スペースステーション」

図７　講義を受講

生涯大学校に入学している人は，企業等をリタ

イアした人，地域でボランティア活動などをして

いる人も多く，館の運営や講義内容について積極

的に質問するなど熱心な受講態度であった。当館

の存在を知らない参加者も多く，「このようなす

ばらしい施設があることを，地元の人にもぜひ知

らせます。」「孫や家族とまたぜひ来ます。」など

の声が寄せられた。

（4）まとめ

これからの連携事業は幅広い県民のニーズや期

待に対応するため，より多くの機関，団体等との

協力・連携が必要となる。そのためには，科学館

はこれまでの発想を大きく転換し，今まで以上に
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外に開き，多様な団体，機関等と連携していかな

ければならないと考える。これまで連携協力関係

を積み上げてきた企業との関係を更に発展させる

とともに，これからは，ＮＰＯ，団体，他の博物

館，研究機関等との連携について研究を深め，こ

れまでにない新たな事業の開発にチャレンジして

いかなければならない。本稿では紹介できないが，

16年２月には企業との連携事業として，当館展

示・運営協力会企画展「現代産業と環境　－千葉

の企業等の取り組み－」を開催した。県内を中心

とした12の企業，大学，研究機関がそれぞれの取

り組みを展示し，多くの県民が見学した。これは，

当科学館の新時代の連携のあり方のモデル事業と

して取り組んだ。

５　おわりに

当館には豊富な展示資料，高度な実験設備・器

具と専門知識を持った研究員，企業のＯＢで卓越

した知識・経験を持つ技術員等の人材がある。こ

れらを今，広く県民のために生かすことが求めら

れている。学校との連携のあり方も，学校のニー

ズ，学習指導要領改訂，理科離れ，科学離れなど

に対応しながら新しい方向をめざしている。

16年度より県立の博物館・美術館は有料化され

る。当館も一般と高校・大学生は入場料を徴収す

ることになる。これまで以上に，学校や教育機関，

各種団体，企業等と幅広く連携・協力し，魅力あ

る事業を実施していかなければならないと考える。
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